
～基本知識の復習～

漢文

※左クリック、または、エンターキーを押すと

スライドが進んでいくよ！

※スマートホンの場合は、

画面タップかな・・・？

１枚目



Ｑ
漢
文
に
関
係
す
る
言
葉

を
思
い
出
し
て
み
よ
う
！

※

1

分
間
で
ノ
ー
ト
に
で
き
る
だ
け
多
く
書
き
出
し
て
み
よ
う
！

〇
白
文

〇
訓
読
文

〇
書
き
下
し
文

〇
現
代
語
訳

〇
訓
点

〇
送
り
仮
名

〇
返
り
点

〇
レ
点

〇
一
・
二
点

〇
上
・
下
点

〇
置
き
字

な
ど

覚
え
て
い
た
も
の
も
、
忘
れ
て
い
た
も
の
も
、

次
の
ス
ラ
イ
ド
か
ら
少
し
ず
つ
振
り
返
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

２枚目 1分間しっかり
考えてから先に
進むんじゃぞ！

粘れ粘れ！
頭をフル回転
させるんじゃ！



３枚目
※そういえば…

なぜ、漢文を

学ぶのだろう？

学習の前に・・・

 出典：NHK For School “10 min. ボックス”

 古文・漢文「漢文１ 故事成語」

https://www.nhk.or.jp/kokugo/10min_kobun/?

das_id=D0005150073_00000#in=147&out=599

「漢文」という学問が生まれたきっかけ
※クリックして動画を見てみよう！

7分30秒くらいの動画です。

➀虎の威を借る狐
②漢文と日本人
③杞憂 ④蛇足

https://www.nhk.or.jp/kokugo/10min_kobun/?das_id=D0005150073_00000#in=147&out=599


何
千
年
も
の
歴
史
を
持
ち
、
豊
か
な
文
化
を
育
ん
だ
中
国
。

昔
か
ら
日
本
は
、
政
治
、
哲
学
、
文
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に

わ
た
っ
て
影
響
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
情
報
が
、
書
物

を
通
じ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
文
書
を
読

む
た
め
に
、
日
本
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
一
つ
ひ
と
つ
の
漢
字
を
日
本
語
読
み
に
し
ま
す
。

「
子
（
し
）
無
（
な
か
れ
）
敢
（
あ
へ
て
）

食
（
く
ら
ふ
こ
と
）
我
（
わ
れ
を
）
也
」
。

し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
文
章
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
中
国
語

と
日
本
語
で
は
文
法
が
違
う
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
「
一
」

「
二
」
「
レ
」
な
ど
の
記
号
を
使
い
、
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に

順
番
を
入
れ
替
え
ま
す
。
す
る
と
こ
う
な
り
ま
す
。

「
子
（
し
）
敢
（
あ
へ
）
て
我
（
わ
れ
）
を

食
（
く
ら
）
ふ
こ
と
無
（
な
）
か
れ
」
。

日
本
語
に
読
み
替
え
る
方
法
を
「
訓
読
（
く
ん
ど
く
）
」
と

い
い
、
送
り
仮
名
や
読
む
順
番
を
示
す
記
号
な
ど
を
「
訓
点

（
く
ん
て
ん
）
」
と
い
い
ま
す
。

訓
点
の
ル
ー
ツ
を
伝
え
る
資
料
が
あ
り
ま
す
。
光
の
角
度
を

変
え
て
そ
の
資
料
を
よ
く
見
る
と
、
余
白
に
引
っ
か
い
た
よ
う

な
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
訓
点
の
ル
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
で
、
中
国
語

で
書
か
れ
た
文
章
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に

江
戸
時
代
に
な
る
と
出
版
技
術
が
発
達
し
、
多
く
の
人
々
が
中

国
の
古
典
に
親
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
故
事
成
語
は
、

人
々
に
そ
の
由
来
と
な
る
話
が
広
が
る
こ
と
で
、
身
近
な
言
葉

と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

※

ビ
デ
オ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
原
稿
で
す
！
読
み
飛
ば
し
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

なるほど！

４枚目



５枚目

「
漢
文
を
学
ぶ
意
味
」
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と…

（
「
最
初
か
ら
簡
単
に
し
て
よ
！
」
と
い
う
声
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

難
し
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
も
大
切
な
の
で
す
・
・
・
）

㊁
例
え
ば
、
一
年
次
に
学
習
し
た
【
②
故
事
成
語
】
、

社
会
科
で
習
う
聖
徳
太
子
の
【
③
十
七
条
の
憲
法
】
の

第
一
条
、
【
④

和
を
も
っ
て
貴
し
と
為
す

】
と
い

う
言
葉
も
中
国
の
古
典
に
由
来
し
て
い
る
。

「
有

子

曰

、
礼

之

用

和

為

貴

。
」

（
⑤

有
子
曰
は
く
、
礼
の
用
は
和
を
貴
し
と
為
す
。

）

レ ス

ハ

シ
ト

ヲ

ハ
ク

㊂
み
ん
な
の
考
え
方
や
価
値
観
も
【
➀
】
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
み
ん
な
が
漢
文
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
た
な
価
値
観
に
触
れ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た

り
、
深
め
た
り
す
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
！

「
漢
文
を
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
自
分
探
し
の
旅

を
す
る
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
！

㊀
日
本
人
が
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
に
は
、

中
国
の
古
典
に
由
来
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
！

→

言
葉
は
、
そ
の
国
に
お
け
る
文
化
や
考
え
方
を
強
く
反
映
し
た
も
の
。

→

と
い
う
こ
と
は…

日
本
の
文
化
や
考
え
方
は
、

【
➀
中
国
の
古
典
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
】
！



６枚目

漢
文
は
次
の
よ
う
な
流
れ
で
日
本
の
文
章
に
直
す
こ
と
が
で
き
る
！

タ

ハ

ず

②
【

訓

読

文

】
：
①
に
返
り
点
や
送
り
が
な
を
つ
け
て
、
日
本
語
に

近
づ
け
た
文
章
。
返
り
点
は
漢
字
の
左
下
、

送
り
が
な
は
カ
タ
カ
ナ
で
右
下
に
つ
け
る
。

歳

月

不

待

人

。

ヲ

漢
字
の
読
み
は
ひ
ら
が
な

送
り
が
な
は
カ
タ
カ
ナ

レ

レ

返
り
点
は
左
下
に
書
く

③
【
書

き

下

し

文
】
：
②
を
漢
字
か
な
ま
じ
り
（
漢
字
と
ひ
ら
が
な
）
に

書
き
改
め
た
文
章
。※

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
く

こ
と
に
注
意
！

歳
月
は
人
を
待
た
ず
。

※

送
り
が
な
は
ひ
ら
が
な
に
直
す
！

※

返
り
点
に
し
た
が
っ
て
語
順
が
変
わ
る
！

漢
字
で
読
め
る
も
の
は
漢
字
の
ま
ま

※

助
詞
・
助
動
詞
に
あ
た
る
漢
字
は
ひ
ら
が
な
で
書
く
。

こ
こ
で
は
「
不
」→

「
ず
」
（
打
消
・
否
定
の
意
味
）

※

「
不
」
の
活
用…

ず
・
ざ
ラ
（
未
然
）
／
ず
・
ざ
リ
（
連
用
）
／

ず
（
終
止
）
／
ざ
ル
（
連
体
）
／

ざ
レ
（
已
然
）
／
ざ
レ
（
命
令
）

※

返
り
点
と
送
り
が
な
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
、

⑤
【

訓

点

】
と
呼
ぶ
。

④
【

現

代

語

訳

】
：
③
を
現
代
の
日
本
語
に
書
き
改
め
た
文
章
。

（
現
代
の
日
本
語
に
訳
し
た
も
の
）
。

歳
月
は
人
を
待
た
な
い
。

①
【

白

文

】
：
漢
字
だ
け
で
書
か
れ
た
中
国
の
文
章
。

※

句
点
（
。
）
や
読
点
（
、
）
が
付
け
ら
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。

歳

月

不

待

人



７枚目 漢
文
を
読
む
と
き
に
重
要
な

「
訓
点
」
の
ル
ー
ル
！

②
返
り
点

タ

ハ

ず

ヲ

レ

レ

返
り
点
は
左
下
に
書
く

歳

月

不

待

人

。

➀
送
り
仮
名

歳

月

不

待

人

。

ヲ

送
り
が
な
は
右
下
に
、

カ
タ
カ
ナ
で
書
く
！

レ

レ タ

ハ

ず

送
り
仮
名
の
原
則
！

➀
漢
字
の
右
下
に
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
！

②
文
語
文
法
に
従
い
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
く
！

※

例
外
と
し
て
、
「
再
読
文
字
」
の
再
読
の
場
合
は
、
漢
字
の
左
下
に
つ
け
る
。

返
り
点
の
原
則
！

➀
漢
字
の
左
下
に
書
く
！

②
読
む
と
き
は
、
上
に
あ
る
漢
字
か
ら
読
み
、
返
り
点
の
あ

る
所
だ
け
を
、
そ
の
返
り
点
に
従
っ
て
順
序
を
入
れ
か
え
る
！

「

思

」
は

「
思
ふ
」
と
な
る
！

⇒
「
思
う
」

フ



➀
送
り
仮
名

送
り
仮
名
の
原
則
！

➀
漢
字
の
右
下
に
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
！

②
文
語
文
法
に
従
い
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
く
！

※

例
外
と
し
て
、
「
再
読
文
字
」
の
再
読
の
場
合
は
、
漢
字
の
左
下
に
つ
け
る
。

「

思

」
は

「
思
ふ
」
と
な
る
！

⇒

「
思
う
」

フ

７
ペ
ー
ジ
の
復
習
か
ら
！

※

書
き
下
し
文
を
作
る
と
き
の
注
意
点

➀
漢
字
の
「
読
み
が
な
」
と
「
送
り
仮
名
」
の
区
別
に
注
意
し
よ
う
！

日
は
香
炉
を
照
ら
し
て
紫
煙
を
生
ず

日

照

香

炉

生

紫

煙

ハ

ラ
シ
テ

こ
う

ろ

え
ん

し

ヲ

ズ

ヲ

ニ

一

ニ

一

赤
字
は
「
送
り
仮
名
」
の
た
め
、
書
き
下
し
文
に
表
れ
る
。

緑
字
は
、
「
読
み
が
な
」
の
た
め
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
。

※

「
読
み
が
な
」
は
、
み
ん
な
に
言
葉
の
意
味
を
伝
わ
り
や
す
く

す
る
た
め
に
補
助
的
に
付
け
ら
れ
た
も
の
！

８枚目



※
書
き
下
し
文
を
作
る
と
き
の
注
意
点

②
「
置
き
字
」
に
注
意
し
よ
う
！

「
置
き
字
」…
名
詞
や
動
詞
な
ど
に
補
助
的
な
意
味
を

付
け
加
え
る
「
助
字
」
の
一
種
で
あ
る
。

置
き
字
は
訓
読
の
際
に
読
ま
な
い

（
書
き
下
し
文
に
は
書
か
な
い
）
！

超
重
要
！

学
び
て
時
に
之
を
習
ふ

※

置
き
字
に
は
「
而
」
の
ほ
か
に
も
、

「
於
」
「
于
」
「
矣
」
「
焉
」
「
兮
」
な
ど
が
あ
る
。

お

う

い

え
ん

け
い

じ

※

置
き
字
は
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
「
送
り
仮
名
」
で
す
で
に

意
味
が
補
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
書
き
下
し
文
に
は
書
か
な
い
。

（
意
味
を
も
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
）

※

右
の
「
而
」
は
「
～
し
て
」

（
順
接
）
の
意
味
を
持
つ
。

※

「
而
」
は
置
き
字
な
の
で

書
き
下
し
文
に
は
表
さ
な
い
。

学

而

時

習

之

ビ
テ

ニ

フ

ヲ

レ

９枚目



②
返
り
点

返
り
点
に
は
、
主
な
も
の
に
以
下
の
二
つ
が
あ
る
。

※

そ
の
他
の
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〇

点
（
一
点
＋
レ
点

⇒

い
ち
れ
点
）

〇
上
・
下
点

甲
・
乙
点

天
・
地
点

（⇒

一
・
二
点
と
似
た
役
割
を
も
つ
。
）

（
１
）
レ
点

（
２
）
一
・
二
点

レ一

※

次
の
ス
ラ
イ
ド
か
ら
詳
し
く
学
ん
で
い
こ
う
！

１０枚目



「
レ
点
が
つ
い
た
漢
字
」
の
真
下
の

漢
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
ら
、

返
っ
て
き
て
読
む
。

（
１
）
レ
点…

一
字
だ
け
上
に
返
っ
て
読
む
こ
と
を

示
す
記
号
。

先

先

次

後 後

◇
練
習
問
題
（
書
き
下
し
文
に
直
そ
う
）

１１枚目



「
一
点
が
つ
い
た
漢
字
」
を
読
ん
だ
ら
、
「
二
点

が
つ
い
た
漢
字
」
を
読
む
。
間
に
一
字
以
上
の
漢

字
が
挟
ま
っ
て
い
る
と
き
の
み
使
用
さ
れ
る
。

（
２
）
一
・
二
点

先

先

次

後

後

◇
練
習
問
題
（
書
き
下
し
文
に
直
そ
う
）

次

１２枚目



１３枚目

（
３
）

（
い
ち
れ
）
点

レ一
「
レ
点
」
の
規
則
に
従
っ
て
、
真
下
の
一
字
を
読
ん
だ
後
、

「
一
点
」
の
規
則
に
従
っ
て
、
「
二
点
」
が
つ
い
た
漢
字

へ
飛
ん
で
読
む
。

◇
練
習
問
題
（
書
き
下
し
文
に
直
そ
う
）

先

後

次



１４枚目
発
展
：
そ
の
他
の
返
り
点

一
・
二
点
、
上
・
下
点
、
甲
・
乙
点
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
規
則
を

も
つ
。
「
一
」
は
「
二
」
へ
、
「
上
」
は
「
下
」
へ
、
「
甲
」
は

「
乙
」
へ
帰
っ
て
読
む
。

※

例
た
だ
し
、
登
場
す
る
優
先
順
位
が

あ
り
、
上
・
下
点
は
「
一
・
二

点
」
を
間
に
は
さ
む
と
き
、
甲
・

乙
点
は
「
一
・
二
点
」
と
「
上
・

下
点
」
の
両
方
を
間
に
は
さ
む
と

き
、
と
決
ま
っ
て
い
る
！

一
・
二
点
が
内
側
、

甲
・
乙
（
・
丙
）
点
が
外
側
に

あ
る
！



１５枚目

☆
書
き
下
し
文
か
ら
訓
読
文
を
つ
く
る
！

漢
文
の
問
題
に
は
、
こ
こ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
な
、

「
訓
読
文
か
ら
書
き
下
し
文
を
つ
く
る
」
問
題
の
ほ
か
に
、

「
書
き
下
し
文
か
ら
訓
読
文
を
作
る
」
問
題
も
出
題
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
！

※

例

書
き
下
し
文
を
参
考
に
し
て
、

次
の
白
文
に
訓
点
を
つ
け
な
さ
い
。

（
訓
読
文
を
作
り
な
さ
い
）

考
え
方
！

➀
漢
字
の
順
番
を
見
比
べ
る

（
置
き
字
（
於
）
は
と
ば
す
）
。

②
書
き
下
し
文
の
順
番
に
な
る
よ
う
に

返
り
点
を
つ
け
る
。

③
送
り
仮
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
、
漢
字
の

右
下
に
書
く
。

※

助
詞
や
助
動
詞
は
ひ
ら
が
な
に

直
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
す
る
。



１６枚目

➀
漢
字
の
順
番
を
見
比
べ
る
（
置
き
字
（
於
）
は
と
ば
す
）

②
書
き
下
し
文
の
順
番
に
な
る
よ
う
に
返
り
点
を
つ
け
る
。

③
送
り
仮
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
、
漢
字
の
右
下
に
書
く
。

己

所

不

欲

、
勿

施

於

人

レ

レ

一

二

レ

己

所

不

欲

、
勿

施

於

人

レ

レ

一

二

レ

ノ

ル

セ

カ
レ

ス
コ
ト

ニ

一
つ
一
つ
の
手
順
を
確
実
に
、

丁
寧
に
行
う
こ
と
が
、
正
解
へ
の

近
道
に
な
り
ま
す
！



１７枚目

◇
練
習
問
題

（
書
き
下
し
文
を
参
考
に
、
訓
読
文
に
直
そ
う
）

ハ

ニ

カ

ル

ニ

ハ

ル
ヲ

※

ヒ
ン
ト
：
「
之
」
は
助
詞
な
の
で
、
書
き
下
し
文
で
は

「
の
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

遇
し



１８枚目
説
明
は
こ
こ
ま
で
！

次
の
ス
ラ
イ
ド
か
ら
は

「
問
題
演
習
」
！

問
題
を
解
く
な
か
で
、

知
識
を
定
着
さ
せ
よ
う



枚目

読
む
順
番

並
び
替
え
ゲ
ー
ム
！

次
の
□
の
中
に
読
む
順
番
を
数
字
で
書
き
込
も
う
！

※

目
標
時
間
：
5

分

返り点のルールを
しっかり確認しよう！



枚目 １

２

１

１

１

１

１

１

１

１ １ １ １ １

１

１ ３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２２

２

３

３

３

３３３

３

３

３３

３

３

３

３

４４

４

４

４

４

４４

４

４

４

４

４ ４

５

６

５

５ ５

５

５

５

５

５５

５ ５

５

６

６

６

６７ ７

読
む
順
番

並
び
替
え
ゲ
ー
ム
！

解
答

返り点のルールは
もう完ぺきじゃな！



２１枚目

「

書
き
下
し
文
」
完
成
ゲ
ー
ム
！

次
の
訓
読
文
を
書
き
下
し
文
に
直
そ
う
！

※

目
標
時
間
：
5

分
（
全
五
問
）

答
え
を
見
る
前
に
、

し
っ
か
り
見
直
し

を
し
よ
う
！

➀
漢
字
の
順
番
を
並
び
替
え
る

（
置
き
字
は
と
ば
す
）
。

②
送
り
仮
名
を
つ
け
る
。

③
助
詞
や
助
動
詞
は
ひ
ら
が
な
に

直
し
て
書
く
。

➀
城

春

草

木

深

。

ニ
シ
テ

シ

④
以

五

十

歩

笑

百

歩

。

テ

ヲ

ヲ

フ

一

一

二

二

⑤
有

婦

人

哭

於

墓

者

。

二

一

上

下

ニ

ノ

リ

ス
ル

②
田

中

有

株

。

ニ

リレ

で
ん

ち
ゅ
う

③
傍

若

無

人

。

ラ
ニ

シ

キ
ガ

レ

レ

※
「
若
」
は
「
ご
と
し
」

と
読
む
助
動
詞
で
す
！

か
た
は

こ
く



２２枚目

「
書
き
下
し
文
」
完
成
ゲ
ー
ム
！

解
答

解
説
に
書
い
て
あ
る
内
容
は
、

超
重
要
な
こ
と
な
の
で
、

し
っ
か
り
確
認
し
て
お
こ
う
！

➀
城
春
に
し
て
草
木
深
し
。

②
田
中
に
株
有
り
。

⑤
婦
人
の
墓
に
哭
す
る
者
有
り
。

※

「
於
」
は
置
き
字
と
い
い
、

書
き
下
し
文
に
は
書
か
な
い
。

③
傍
ら
に
人
無
き
が
ご
と
し
。

※

「
若
し
（
ご
と
し
）
」
は
、

助
動
詞
の
た
め
、
ひ
ら
が
な
に

直
し
て
書
く
。

④
五
十
歩
を
以
て
百
歩
を
笑
ふ
。

※

書
き
下
し
文
で
は
、
歴
史
的

仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
書
く
。

（
現
代
仮
名
遣
い
に
し
な
い
）



２３枚目

「

訓
読
文
」
完
成
ゲ
ー
ム
！

次
の
書
き
下
し
文
を
参
考
に
白
文
に
訓
点

（
返
り
点
と
送
り
仮
名
）
を
つ
け
よ
う
！

※

目
標
時
間
：
5

分
（
全
五
問
）

③
尽

人

事

待

天

命

。

「
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
。
」

（
人
に
で
き
る
こ
と
は
全
て
行
っ
た

の
で
、
結
果
は
天
に
任
せ
る
。
）

➀
吾

為

子

先

行

。

「
吾
子
の
為
に
先
行
せ
ん
。
」

（
あ
な
た
の
た
め
に
私
が
先
に

行
き
ま
し
ょ
う
。
）

こ
こ
が
折
り
返
し
！

も
う
一
踏
ん
張
り
！

わ
れ

②
不

可

不

語

。

「
語
げ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」

（
告
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
）

※

「
不
」
は
「
ず
」
や
「
ざ

（
ル
）
」
と
読
む
助
動
詞
、

「
可
」
は
「
べ
（
カ
ラ
）
」

と
読
む
助
動
詞
で
す
！



２４枚目

「

訓
読
文
」
完
成
ゲ
ー
ム
②

次
の
書
き
下
し
文
を
参
考
に
白
文
に
訓
点

（
返
り
点
と
送
り
仮
名
）
を
つ
け
よ
う
！

※

目
標
時
間
：
5

分
（
全
五
問
）

※

不

為

児

孫

買

美

田

。

「
児
孫
の
為
に
美
田
を
買
は
ず
。
」

（
子
孫
の
た
め
に
財
産
は
残
さ
な
い
。
）

※

印
の
問
題
は
、
超
難
問

で
す
！
余
裕
の
あ
る
人
は

挑
戦
し
て
み
よ
う
！

今
ま
で
の
知
識
を
フ
ル
に

活
用
し
よ
う
！

⑤
君

子

不

以

言

挙

人

。

「
君
子
は
言
を
以
て
人
を
挙
げ
ず
。
」

（
君
子
は
言
葉
だ
け
で
人
を
採
用

し
た
り
は
し
な
い
。
）

④
従

心

所

欲

。

「
心
の
欲
す
る
所
に
従
ふ
。
」

（
自
分
の
望
む
ま
ま
に
行
動
す
る
。
）



２５枚目

「
訓
読
文
」
完
成
ゲ
ー
ム
！

解
答

※

不

為

児

孫

買

美

田

。

二

一

上

中

下

ノ

ハ

ヲ

ニ

④
従

心

所

欲

。

ノ

ス
ル

ニ

フ

レ一

二

②
不

可

不

語

。

レ

レ

レ ル

ゲ

カ
ラ

③
尽

人

事

待

天

命

。

ク
シ
テ

ヲ

ヲ

ツ

一

一

二

二

➀
吾

為

子

先

行

。

レ ニ

ノ

セ
ン

レ

⑤
君

子

不

以

言

挙

人

。

ハ

ヲ

ゲ

テ

一

二

レ

ヲ

ナ
イ
ス
フ
ァ
イ
ト
！

こ
れ
で
お
主
も
漢
文

マ
ス
タ
ー
じ
ゃ
！



認

定

証

貴
殿
は
、
令
和
二
年
前
期
に

実
施
さ
れ
た
「
漢
文
基
本
講
座
」

に
お
い
て
、
人
並
外
れ
た
好
奇
心

と
集
中
力
を
も
っ
て
取
り
組
み
、

漢
文
の
知
識
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
自
身
の
力
を
伸
ば
す
べ
く

努
力
し
ま
し
た
。

そ
の
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
、
頭

書
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
す
。

漢
文
基
本
マ
ス
タ
ー

令
和
二
年
五
月
吉
日

緑
野
中
学
校

国
語
科


